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１．ＪＡ紀南の概況 

 

 

２．梅の流通過程         ＪＡ加工 

 

 

 

 

 

 

 

３．梅干加工への取り組み経過 

（１）草創期（豊凶差にダムの役割を） 

 

 

（２）隆盛期（減塩味梅干の出現と健康食品ブーム） 

 

 

（３）停滞期（バブル崩壊とデフレ経済） 
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４．現状と課題 

（１）消費の停滞と中国梅干 

   ア．デフレ経済と安値志向 

 

 

   イ．ギフト、みやげもの消費の減少 

 

 

（２）安定生産・安定価格対策 

   ア．防霜ファンの設置 

 

 

   イ．交配樹の植栽 

 

 

   ウ．ミツバチの導入 

 

 

   エ．梅干安定契約売買制度 

 

 

 

 



（３）安全・安心システム 

   ア．生産履歴の記帳、点検 

 

   イ．残留農薬の自主分析 

 

   ウ．出荷物のサンプル冷凍保管 

    

エ．ＧＡＰの導入 

 

 

 

（４）消費宣伝活動と販路拡大対策 

   ア．営業力強化 

 

   イ．機能性の医学的立証 

 

   ウ．直販の拡充 

 

   エ．新商品の開発 

 

   オ．マスコットキャラクター（うめっぴ・みかっぴ）の活用 

 

 



（５）ブランド価値維持対策 

 

 

 

（６）行政・加工業者との連携 

 

 

 

おわりに 
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